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[bookmark: _GoBack]機能要件調査票に係る記載事項
本システムの機能に関する提案は、以下に従って作成すること。
なお、仕様書と異なる提案をするときはその理由を明確に記述すること。
· 提案するシステムの対応状況について、機能要件調査票の「対応区分」列に「◎：標準対応」「〇：代替対応」「×：対応不可」のいずれかを記載する。
· 「機能要件調査票」だけではなく、特に説明を必要とする場合は、「機能要件説明書」（様式問わず）を作成し、画面構成や、操作性等をわかりやすく提案すること。
· 「機能要件調査票」で「◎：標準対応」を選択した機能のうち、提案者が特にアピールしたい優れた機能がある場合は、イメージ図等により具体的かつ詳細に記述すること。
· 「機能要件調査票」で「〇：代替対応」を選択した機能は、その理由を「代替案／特記事項等」列に明記するとともに該当機能に対する適切な代替案（支援ツール、手作業等）を、イメージ図等により具体的かつ詳細に記述すること。
· 仕様書の変更提案を行う場合は、その内容を明記するとともに、イメージ図等により分かりやすく記述すること。
· 「機能要件説明書」は、「機能要件調査票」の項目順に記載すること。
